
 もりっこ通信 

特定非営利活動法人あかぎの森のようちえん機関紙                      ２０２２年７月 発行 

 

 

 

 

 

 

＜理事長挨拶＞「『子どもたちの「今」をどのように考えるか』 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大が再度始まり、第7波となって全国で医療崩壊のニュース等が聞こえて

くるようになりました。なかなか収束に向かっていかないコロナ禍の影響に、うんざりした気持ちを持ってしま

うことも増えてきています。第7波では子どもたちへの感染も広がっており、多くの子どもたちが発熱等の症状

を発症しています。そんな状況だからこそ、社会活動の制限も再び大きくなっていくことでしょう。 

ただ、子どもの教育活動に全力で向かっている私たちのような団体は、このような状況だからこそいろんなこ

とを考えて活動を継続していく必要性を感じます。ただでさえ多くの機会を失い、貴重な体験をできなかった子

どもたちが増えています。この状況が続いていくことで、子どもたちはさらに多くの機会と、成長のチャンスと、

学びの時間を失っていくでしょう。子どもたちが「子どもでいられる」時間は今しかないことを考えると、いつ

までも感染拡大を理由にして何かを取りやめることを続けてはいけないと思います。感染対策などは十分に行わ

なければいけないと思いますが、子どもたちへの「機会の提供」を本気で考え直し、実践していく時なのだと思

います。可能な限り、子どもたちのために活動を続けていこうと思う7月でした。    理事長 橳島隼人 
 

◆5/1（日）ぐんまこどもの国児童会館「にこっと自然学校」 

児童会館の企画で講師としてお招きいただき、こどもの国の大自然の中で散策を 

しながら自然物を探したり、眺めたりするフィールドビンゴのお手伝いをしてき 

ました。午前は幼児と保護者、午後は小学生低学年を対象としての活動です。 

午前中は森の中をのんびり散策してたっぷり楽しむことができましたが、午後は 

雨が降りだしてしまったため室内で木の枝を使った工作などを楽しみました。 

自然の中に飛び出すこと、自然の中で手に入るのをで遊ぶことで、子どもたちに 

自然が身近で楽しいものだと伝わると嬉しいなぁと思う時間でした。 （ぬで島） 

◆5/5（木祝）前橋総合運動公園 チェアリング in MAESOU 自然遊びコーナー運営 

                昨年度に引き続き、チェアリングイベントの中で自然遊びのブース運営を 

                担当しました。広大な敷地ではあるものの、それを上回るかのような来場 

者数で、「あかぎの森のようちえん」のコーナーだけでも 850 人を超える 

人が遊びに来てくれました。一番人気は「松ぼっくり釣り」です。 

                子どもたちが夢中になって松ぼっくりを釣っている所を、保護者の方が様々 

                な関わり方でアプローチしていきます。意外と多かったのが、大人自身が 

                やってみせることでした。子どもと同じかそれ以上に真剣になって松ぼっ 

                くりを釣る姿に、子どもたちの応援にも思わず熱が入ります。 

                親子でのんびり楽しめた一日となりました。         （ぬで島） 

◆5/4（水祝）・5/7（土）上毛新聞 TR住宅展示場イベント 自然遊びコーナー運営 

                住宅展示場で開催されたイベントにて、自然遊びのコーナーを運営してき 

                ました。「赤城山から大自然をお届け」をコンセプトに、木・木の実などを 

                使った遊びを提供してきました。 

                どちらのイベントも家族連れが多く、それぞれの家族が住宅を見学する合 

                間に遊んで行ってくれました。各メーカーさんも様々なお楽しみを準備し 

                ていて、盛りだくさんのイベントです。 

                遊びながらスタッフと話しをして、主催事 

                業に興味を持ってくれる方も多く、その後 

                参加にも繋がっています。 

地域の様々な企業や団体と連携することで多くの方に「手軽」で「身近」な自 

然体験を楽しんでもらうことができます。その経験がキッカケとなり、家族で、 

友だちと、自然の中へ出かけていくことに繋がったら嬉しいです。 

工夫次第でいくらでも楽しむことができる「自然の力」を、多くの人に届ける 

機会をいただくことができて有難く思います。          （ぬで島） 
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◆6/18（土）下川淵学童保育所 自然遊び 

                学童クラブ高学年の子どもたちを対象にした自然体験プログラムを提供し 

                てきました。2年目の実施ということもあり、約半数が昨年も体験してくれ 

                ています。同じ会場で似たような活動をすることで、前回の経験を活かし 

                てくれている子が多かった印象です。 

                どんな遊びを経験していて、どんな楽しみがあるのかを知っている。だから 

                初参加の子どもたちにいろいろなことを教えてくれます。そんな、小学校 

                高学年らしい姿にたくさん出会うことができた一日でした。  （ぬで島） 
 

プロジェクトチームのメンバーとしてお声かけいただきました！ 

「群馬県庁生活こども部」が取り組んでいく予定の「若者のボランティア活動参加を促進するプロジェクトチ

ーム」にお声かけいただき、県内の若者の社会参加・ボランティア活動を促進するための県の働きかけをお手

伝いすることになりました。年6回程度の会議を通して「若者のボランティア活動」を考え、意見を伝えてい

ければと思っています。何かご意見等ありましたら、ぜひお聞かせ下さい。         担当：ぬで島 
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その他、受託事業等（主にイベント出店関係）の参加人数 

 ●5/1（日）にこっと自然学校（ぐんまこどもの国児童会館）：48人 

 ●5/4（水祝）上毛新聞 TRイベント：42人 

 ●5/5（木祝）チェアリング in MAESOU自然遊びコーナー運営：計測不可（概ね 850人程度見込） 

 ●5/7（土）上毛新聞 TRイベント：102人 

 ●5/28（土）太田市子ども会 ジュニアリーダー向け研修会（レクリエーションゲーム）：18人 

 ●6/16（木）YAM職員研修：19人 

 ●6/18（土）下川淵学童クラブ自然体験：48人 

 ●キャリアアップ研修（計 5回：集合・オンライン研修）125人    受託事業合計：402人＋α 
 

【賛助会員・寄付のお願い】 
あかぎの森のようちえんでは、法人の方針でもある『自然を使って身近な社会の課題を解決し合える社会を

つくります』の趣旨に賛同してくださる方々からの寄付を募集しております。支援の方法は２つあります。 

 ①活動全般へ寄付をする ②賛助会員になる ～～ 詳細は、事務局までお問合せください。 担当：橳島 

 

① 森のようちえん事業 

【幼稚園・保育園を対象とした事業】 

◆森のようちえん・森のほいくえん 

園向けのプログラム提供（原則、金曜日のみ） 

4月～7月 10件 参加延べ人数 292人 

       （内、引率の先生 46人） 

②指導者派遣（4月～7月） 

【関係団体の講習会、研修会などへの派遣】16件 

 保育士等キャリアアップ研修 講師（東京都等） 

 ぐんまこどもの国児童会館 主催事業 講師 

 伊勢崎市内学童クラブ 職員研修 講師 

 公園・住宅展示場のイベント 自然遊びブース 

③主催事業（13件） 

・親子の森のようちえん（年少～年長の子どもとその親） 

①4/29（金祝） 11組 29人 

②6/12（日）  12組 31人 

 ③7/24（日）  11組 32人   計 34組 92人 

・もりっこ（年長～小2の子ども） 

①4/17（日）20人  ②5/22（日）21人 

 ③7/3 （日）22人           計 63人 

・子育てわんパーク  計 7回実施 

           参加組数：45組 人数計101人 

参加者総数 256人 ボランティアスタッフ 延べ119人 
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